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近年の温暖化条件下における早生温州の生育特性 

［要約］ 近年の早生温州の生育特性として、３月の高温傾向による発芽、開

花期の早期化が観察され、その影響から８月２０日、１０月３０日

時点の果実酸度の低下が見られる。また、９月以降の高温傾向から、

９月以降の果実の肥大促進、日増糖量の上昇抑制傾向が見られる。 
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［背景・ねらい］ 

   

近年の気象条件の変化を受けた早生温州の生育特性を把握し、温暖化条件に適した栽培管理

を行うための基礎資料とする。 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

 

1. 発芽、開花期は、近年（８６～０２年）において早まっており（表１）、３月の高温傾向

が影響している（図３）。 

 

2. 発芽、開花期の早期化を受けて、８月２０日時点の果実酸度が低下しており、１０月３０

日時点においても１％未満となった年の割合が多くなっている（表２）。 

  

3. ９月以降の高温傾向を受けて（データ略）、近年において９月以降の肥大が促進される傾向

が見られ（図１）、日増糖量の上昇が同時期に抑制されている（図２）。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

 

1. 発芽、開花期が早い年には、果実酸度の減少も早まることを留意しておく必要がある。 

 

2. 年々の気象条件に応じた栽培管理を行うことが基本であるが、肥大、増糖曲線に応じたマ

ルチ被覆等の対策を計画しておく必要性がある。 

 

3. 温暖化現象の進行から、発芽、開花期の早期化といった生育傾向は引き続いていくものと

考えられる。 

 

 

 



［具体的データ］ 

 

表１ 各年代の発芽・開花日 

発芽日 満開日 

年代 ４月 ５月 
発芽～満開日数＊

６６－８５年 １１．０ １６．３ ２８．９ 

８６－０２年 ７．０ １３．５ ２９．２ 

＊発芽盛日から満開日までの日数 

表２ 各年代の生育初期、収穫期の果実酸度 

8 月 20 日 10 月 30 日 

年代 平均 平均 １%未満年割合（％）＊

６６－８５年 ３．６７ １．１２ １０．０ 

８６－０２年 ３．４６ １．０９ ３５．３ 

＊各年代において酸度１％未満であった年の割合 

                        

図１　各年代の日肥大量推移
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図２　各年代の日増糖量推移
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図３　各年代の最高気温推移（３～５月）
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［その他］ 
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